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九 州 大 学 経 営 協 議 会 議 事 録 

 

日 時：令和２年６月２５日（木）１３：００～１３：５８ 

場 所：web 会議により開催 

出席者：２９名中２５名出席 

 

 

【審議事項等】 

１ 経営協議会から推薦した総長候補者について 

５月１９日の経営協議会において選考した３名の候補者について、期限までに辞退

がなかったため、当該３名を５月２８日付けで経営協議会から総長選考会議へ推薦し

た旨の報告があった。 

 

２ 令和３年度概算要求について 

   令和３年度概算要求の案について説明があり、審議の結果、概算要求事項について

議決した。 

   なお、以下のような意見があった。 

  ・新型コロナウイルス感染症の流行により、日本の感染症研究の手薄さ等が問題にな

ったが、概算要求ではこれについての対応を考えているのか。 

   →継続課題の中にはカイコから新型コロナウイルスのワクチン候補となるたんぱく

質の開発を行っている研究があり、また、薬学研究院では、既存薬から COVID-19

の治療薬を作ることができないかという研究を行っている。これらも概算要求事項

として挙げており、COVID-19 あるいはこれから起こり得る新型感染症に対する体制

作りを続けている。 

  ・海洋プラスチック汚染に関する研究は世界中で様々な研究機関が取り組んでいるに

もかかわらず、「海洋プラスチック汚染研究拠点の構築」が学内ヒアリングで高い点

数を獲得しているが、九州大学独自のテーマ設定であったり、特徴的な研究が行わ

れているのか。 

   →本学では応用力学研究所の磯辺教授を中心に海洋プラスチック汚染に関する先進

的な研究を行っており、磯辺教授は世界的にもコアメンバーとして活躍している。 

  ・そのような先進的な研究が九州大学で行われていることを積極的に PR していただき

たい。 

  ・学内ヒアリングの評価の観点は九大独自のものであり、大学のビジョンに沿った事

業を採択しているのか、それとも文部科学省と共通の評価の観点に沿って、評点の

高いものを採択していくのか。 

   →評価の観点は文部科学省の考え方をもとに、九州大学独自の観点を踏まえて定め

ている。例えば、海洋プラステチック汚染研究は世界にもっと出ていくべきである。

アジアオセアニア研究機構の SDGs の先を見越した研究はオール九大で取り組むべ

き研究であるという独自の観点から、九大の特徴を出した上で採点している。 

 

３ 令和元年度資金運用実績について 

   令和元年度資金運用実績について報告があった。 
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【その他】 

・新型コロナウイルス感染症の対応状況について 

  新型コロナウイルス感染症に係る本学の対応状況等について説明があった後、以下の 

ような意見交換があった。 

  ・今後、ワクチンあるいは治療薬が開発されて社会的な免疫が上がるまではコロナと

向き合っていくことになるが、福岡県は全県下で感染の再拡大の防止と医療提供体

制の維持確保を図りながら社会経済活動のレベルを徐々に上げていくことを基本と

して進めているところである。県民の皆様には、マスク、手洗い、３密の回避、人

との距離といった新しい生活様式を実践していただき、事業者の皆様にはそれぞれ

のガイドラインに沿った感染症対策を講じていただく必要がある。九州大学におい

ても、文部科学省が示しているガイドラインに沿って、引き続き、在宅勤務あるい

は時差出勤といったことを含めて、感染防止対策を取っていただき、職員や学生に

対しても新しい生活様式を実践していただくよう周知いただきたい。学生の支援に

ついては、大学独自の支援策、国からの支援策に加え、県としてはアルバイト先が

なくなった学生のために短期の就労の場を作るということで、市と連携して３カ月

位の短期雇用の場を 7 千人分作ることになっている。 

   これまでの経験を活かしながら、しっかり第二波に備えていきたいと考えており、

引き続きご理解とご協力をお願いしたい。 

  ・先日開催した東京同窓会の理事会で次のような意見があったので、紹介させていた

だきたい。一つ目は、東京同窓会では困窮学生のための寄附金を募っているが、学

生がどのように困っているのか具体的に困っている学生の声が聞こえるような形に

した方がより寄附が集まるのではないかという意見があった。もう一つは、子供の

学習の遅れを心配した母親から、家庭教師のオンライン授業を受けさせたいが、九

大生に家庭教師を依頼するにはどのようなルートで依頼すればいいのかという質問

があった。 

   →学生に対しては、遠隔授業に対する取り組み状況、経済的側面、メンタル的な側

面から、困っていること、不自由に感じていることについてアンケート調査を行っ

ているところであり、後日お知らせする予定であるが、経済的な困窮度については、

６割以上の学生は家庭からの支援でやりくりしているが、３～４割の学生がアルバ

イトで自分の生活費が稼げない状況で非常に困っているという状況である。 

 

   

・次回の経営協議会は令和２年９月１８日（金）に開催予定である旨の案内があった。 

 

 

 

（ 以 上 ） 


